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43 心易について
心
易
に
つ
い
て
三
澤
三
知
夫
専
修
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
は
じ
め
に
朱
伯
崑
は
心
易
は
程

に
は
じ
ま
る
と
し
、
荒
木
見
悟
氏
は
心
易
を
主
観
的
な
も
の
と
定
義
し
、
心
易
は
楊
簡
に
は
じ
ま
る
と
す
る
（
１
）
。
ま
ず
朱
伯
崑
の
説
を
あ
げ
る
。
程

は
「
天
人
一
本
、
不
必
言
合
」
で
あ
る
が
、
程
頤
は
「
人
合
于
天
」
で
あ
り
、
朱
伯
崑
は
そ
こ
に
理
学
と
心
学
の
分
岐
点
を
見
、
さ
ら
に
程

の
唯
人
気
最
清
、
可
以
輔
相
裁
成
、
天
地
設
位
、
…
。
只
是
人
為
天
地
心
、
是
心
之
動
、
則
分
了
天
為
上
、
地
為
下
、
兼
三
才
而
両
之
、
故
六
也
。（『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
二
下
、
二
三
条
）（
人
の
気
が
最
も
清
澄
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
天
地
の
過
ち
を
制
し
、
天
地
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
、
天
地
が
定
ま
り
…
。
人
は
天
地
の
心
な
の
で
、
そ
の
心
が
動
け
ば
天
と
地
を
上
下
に
分
44
け
、
三
才
を
二
つ
に
す
る
か
ら
六
と
な
る
。）
と
い
う
論
脈
に
朱
伯
崑
は
心
易
の
成
立
を
求
め
る
（
２
）
。「
六
」
と
は
六
爻
を
指
し
て
言
い
、
程

は
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
六
爻
が
成
立
す
る
と
言
う
。『
易
』
に
お
け
る
六
爻
は
心
が
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
心
が
易
に
先
行
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
荒
木
見
悟
氏
の
定
義
で
あ
る
「
主
観
的
な
も
の
」
と
は
解
釈
す
る
側
の
在
り
方
に
つ
い
て
着
目
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
朱
伯
崑
の
定
義
は
易
が
解
釈
さ
れ
る
以
前
に
そ
の
よ
う
な
構
造
を
と
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
氏
の
定
義
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
心
易
の
成
立
の
場
は

易
と
い
う
概
念
を
構
成
す
る
側

易
と
い
う
事
物
そ
の
も
の


と

両
者
の
関
係
の
ど
れ
か
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
此
履
卦
卦
名
合
二
義
、
若
以
爻
言
之
、
則
在
上
履
践
于
下
、
六
三
履
九
二
也
。
若
以
二
卦
上
下
之
象
言
之
、
則
履
、
礼
也
、
在
下
以
礼
承
事
于
上
。
此
象
之
所
言
、
取
上
下
二
卦
卑
尊
之
義
、
故
云
上
下
天
沢
、
履
。
但
易
含
万
象
、
反
復
取
義
、
不
可
定
為
一
体
故
也
。（「
周
易
兼
義
」
上
経
需
伝
巻
第
二
、
履
卦
大
象
伝
孔
疏
）（
履
卦
の
卦
名
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
爻
に
よ
っ
て
み
れ
ば
上
が
下
を
踏
む
と
い
う
意
、
つ
ま
り
六
三
が
九
二
を
踏
む
。
上
下
二
卦
の
象
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
履
は
礼
で
あ
り
、
下
位
に
あ
る
も
の
が
礼
に
よ
っ
て
上
位
に
あ
る
も
の
に
接
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
が
象
の
表
す
も
の
で
あ
り
、
上
下
二
卦
の
卑
尊
の
意
を
取
り
、「
天
沢
、
履
」
と
い
う
。
し
か
し
易
は
万
象
を
含
ん
で
お
り
、
反
復
し
て
何
回
も
義
を
取
る
の
で
、
一
つ
の
定
体
と
は
な
ら
な
い
。）
引
用
文
に
「
易
は
万
象
を
含
み
、
反
復
し
て
義
を
取
り
、
定
め
て
一
体
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
故
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
易
の
義
と
象
は
45 心易について
無
数
に
あ
り
、
易
自
身
が
多
義
性
を
持
つ
と
い
う
認
識
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
易
の
多
義
性
は
易
そ
の
も
の
に
あ
る
と
い
う
の
が
ま
ず
一
つ
あ
り
、
も
う
一
つ
は
多
義
性
が
解
釈
す
る
側
と
易
の
関
係
か
ら
生
ず
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
朱
熹
の
も
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
一
卦
一
爻
、
足
以
包
無
窮
之
事
、
不
可
只
以
一
事
指
定
説
。
他
裏
面
也
有
指
一
事
説
処
、
如
利
建
侯
・
利
用
祭
祀
之
類
、
其
他
皆
不
是
指
一
事
説
。
此
所
以
見
易
之
為
用
、
無
所
不
該
、
無
所
不
、
但
看
人
如
何
用
之
耳
。（『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
十
七
、
易
三
、
綱
領
下
、
三
聖
易
、
五
条
）
（
一
卦
一
爻
は
無
限
の
意
味
を
含
ん
で
お
り
、
一
つ
の
事
例
に
よ
っ
て
説
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
の
事
柄
の
み
指
し
示
し
て
い
る
の
は
「
利
建
侯
」・「
利
用
祭
祀
」
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
其
の
他
の
も
の
は
み
な
多
く
の
事
柄
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
易
の
は
た
ら
き
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
摂
す
る
が
、
占
う
者
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
を
待
っ
て
い
る
か
ら
だ
。）
要
す
る
に
占
う
者
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
『
易
』
は
多
義
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
例
と
は
異
な
り
、
易
の
多
義
性
が
易
を
構
成
す
る
側
に
よ
っ
て
意
図
的
に
生
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
挙
二
体
而
言
、
則
巽
畜
乎
乾
。
全
卦
而
言
、
則
一
陰
畜
五
陽
也
。
在
易
、
随
時
取
義
、
皆
如
此
也
。（『
周
易
程
氏
伝
』
巻
第
一
、
小
畜
卦
九
二
）（
上
下
二
体
に
分
け
て
考
え
れ
ば
巽
が
乾
を
蓄
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
全
体
か
ら
み
る
と
一
陰
が
五
陽
を
蓄
え
る
の
で
あ
る
。
易
に
あ
っ
て
は
す
べ
て
状
況
に
あ
わ
せ
て
義
を
確
定
し
て
い
く
。）
こ
れ
は
程
頤
の
も
の
で
あ
る
が
、「
二
体
」
や
「
全
卦
」
と
い
う
よ
う
に
複
数
の
視
点
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
義
化
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
象
と
義
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
夫
易
者
象
也
。
象
之
所
生
、
生
于
義
也
。
有
斯
義
、
然
後
明
之
以
其
物
、
故
以
龍
叙
乾
、
以
馬
明
坤
、
随
其
事
義
而
取
象
焉
。
46
（「
周
易
兼
義
」
上
経
乾
伝
巻
第
一
、
乾
卦
文
言
伝
孔
疏
）（
易
は
象
で
あ
る
。
象
は
義
よ
り
生
ず
る
。
義
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
物
が
あ
る
の
で
、
龍
に
よ
っ
て
乾
を
述
べ
、
馬
に
よ
っ
て
坤
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
義
に
従
っ
て
象
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。）
引
用
文
の
冒
頭
か
ら
、
孔
疏
で
は
義
が
象
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
義
が
象
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
ら
を
多
義
化
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
易
の
多
義
性
と
は
象
と
義
の
ず
れ
に
よ
る
。
多
義
化
を
ふ
せ
ご
う
と
す
れ
ば
象
と
義
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
結
論
を
先
取
り
す
る
と
心
易
は
ま
さ
し
く
そ
の
方
向
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
象
と
義
の
関
係
を
中
心
と
し
、
心
易
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
牛
尾
弘
孝
氏
は
楊
簡
の
『
己
易
』
の
「
震
・
巽
・
坎
・
離
・
艮
・
兌
も
、
ま
た
乾
の
交
錯
散
殊
に
し
て
、
乾
の
外
に
ま
た
こ
の
六
物
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
み
な
吾
の
変
化
な
り
」
の
「
み
な
吾
の
変
化
な
り
」
に
つ
い
て
「
易
の
基
本
と
な
る
八
卦
は
天
地
及
び
万
物
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
は
『
我
（
本
来
の
自
己
）』
の
八
卦
で
あ
り
、
自
己
の
本
心
の
現
わ
れ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
３
）
」
と
注
し
、
心
易
の
規
定
を
み
ち
び
き
だ
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
規
定
か
ら
出
発
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
『
楊
氏
易
伝
』
に
お
け
る
心
の
用
例
を
見
て
お
こ
う
。
虚
名
本
無
所
有
。
苟
言
心
則
人
以
心
為
実
有
、
立
我
立
私
禍
本
益
固
。
故
聖
人
於
此
不
言
心
、
於
咸
之
四
亦
不
言
心
、
象
曰
止
諸
躬
也
。（『
楊
氏
易
伝
』
巻
十
七
、
艮
卦
六
四
）（
虚
名
は
も
と
よ
り
何
も
有
し
て
い
な
い
。
も
し
心
と
言
え
ば
人
々
は
心
と
い
う
言
葉
を
実
体
化
し
、
さ
ら
に
我
を
立
て
私
を
立
て
る
の
で
、
ま
す
ま
す
混
乱
の
根
が
深
く
な
る
。
だ
か
ら
聖
人
は
こ
こ
（
卦
辞
）
で
は
心
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
咸
卦
の
六
四
に
お
い
て
も
心
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
艮
卦
の
小
象
伝
で
は
「
止
諸
躬
（
之
を
躬
に
止
む
）」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。）とど
引
用
文
は
艮
卦
六
四
爻
辞
の
「
其
の
身
に
艮
ま
る
。
咎
無
し
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。「
虚
名
」
と
は
、
名
は
す
べ
て
虚
と
い
う
47 心易について
こ
と
。
こ
こ
で
は
心
と
い
う
言
葉
自
体
が
「
虚
」
で
あ
っ
て
心
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
六
四
で
は
「
心
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
聖
人
の
判
断
を
楊
簡
は
肯
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
心
」
の
実
体
化
を
戒
め
る
用
例
が
楊
簡
の
も
の
に
あ
る
。
楊
簡
の
易
解
は
典
型
的
な
心
易
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
一
『
己
易
』
と
『
楊
氏
易
伝
』
の
差
異
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
お
い
て
『
己
易
』
と
『
楊
氏
易
伝
』
の
論
旨
は
大
差
が
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
解
釈
の
く
い
ち
が
い
は
や
は
り
あ
る
。
ま
ず
そ
の
く
い
ち
が
い
を
指
摘
し
た
い
。
ま
た
次
に
あ
げ
た
引
用
文
は
双
方
と
も

辞
伝
の
真
偽
を
問
題
に
し
て
い
る
。
【『
己
易
』（『
慈
湖
遺
書
』
巻
之
七
、
家
記
一
）】
大
伝
曰
、
鼓
万
物
、
而
不
与
聖
人
同
憂
、
此
非
先
聖
之
言
也
。
憂
即
天
、
万
物
即
天
。
孔
門
之
徒
、
聞
聖
人
之
言
而
差
之
、
以
己
意
参
其
間
、
而
有
是
言
也
。
此
非
吾
孔
子
之
言
也
。
吾
道
一
以
貫
之
、
此
孔
子
之
言
也
。
其
曰
易
与
天
地
準
、
此
亦
非
孔
子
之
言
也
。
何
以
明
之
、
天
地
即
易
、
幽
明
本
無
故
、
不
必
曰
仰
観
俯
察
、
而
後
知
其
故
也
。
死
生
本
無
説
、
不
必
原
始
要
終
、
而
後
知
其
説
也
。
是
皆
非
孔
子
之
言
也
、
其
徒
之
己
説
。
神
即
易
、
道
即
善
、
其
曰
継
之
者
善
也
、
離
而
二
之
也
。
離
道
以
善
、
荘
周
陥
溺
乎
虚
無
之
学
也
、
非
聖
人
之
大
道
也
。
孔
子
曰
、
易
其
至
矣
、
夫
易
聖
人
所
以
崇
徳
而
広
業
。
此
孔
子
之
言
、
聖
人
即
易
也
、
徳
業
即
易
也
。
継
曰
、
天
地
設
位
、
而
易
行
乎
其
中
。
又
非
孔
子
之
言
也
。
何
者
離
易
与
天
地
而
二
之
也
。
子
曰
之
下
、
其
言
多
善
、
間
有
微
碍
者
、
伝
録
紀
述
者
之
差
也
。
其
大
旨
則
善
也
。
不

之
子
曰
者
、
其
言
不
善
、
非
聖
人
之
言
故
也
。
乾
即
易
、
坤
即
易
。
其
曰
、
乾
坤
毀
則
無
以
見
易
、
易
不
可
見
、
乾
坤
或
幾
乎
息
。
又
曰
、
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
、
其
非
聖
言
、
断
断
如
白
黒
如
一
二
之
易
弁
也
。（

辞
上
伝
に
「
鼓
万
物
、
而
不
与
聖
人
同
憂
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
聖
人
の
言
で
は
な
48
い
。
憂
い
は
天
で
あ
り
、
万
物
は
天
で
あ
る
。
孔
門
の
弟
子
が
聖
人
の
言
を
聞
き
な
が
ら
そ
れ
を
違
え
、
己
の
意
を
交
え
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
孔
子
の
言
で
は
な
い
。「
吾
道
一
以
貫
之
」
は
孔
子
の
言
で
あ
る
。「
易
与
天
地
準
」
と
い
う
の
は
ま
た
孔
子
の
言
で
は
な
い
。
何
故
か
、
天
地
は
天
で
あ
り
、
幽
明
と
い
う
故
（
事
）
な
ど
も
と
も
と
無
い
か
ら
、
仰
観
俯
察
し
て
か
ら
そ
の
故
（
事
）
を
知
る
必
要
は
な
い
。
死
生
は
も
と
も
と
無
い
か
ら
、
は
じ
め
と
お
わ
り
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
説
を
知
る
必
要
が
な
い
。
こ
れ
は
す
べ
て
孔
子
の
言
で
は
な
く
、
弟
子
の
説
で
あ
る
。
神
は
易
で
あ
り
、
道
は
善
で
あ
る
の
に
、「（
神
无
方
而
易
无
体
。
一
陰
一
陽
之
謂
道
、）
継
之
者
善
也
」
と
い
う
の
は
神
と
易
、
道
と
善
と
そ
れ
ぞ
れ
二
に
す
る
も
の
で
あ
り
、「
離
道
以
善
」（『
荘
子
』
外
篇
繕
性
第
十
六
）
で
あ
っ
て
、
荘
周
の
虚
無
に
陥
溺
し
た
学
で
あ
り
、
聖
人
の
大
道
で
は
な
い
。「
孔
子
曰
、
易
其
至
矣
、
夫
易
聖
人
所
以
崇
徳
而
広
業
」
と
あ
る
の
は
、
孔
子
の
言
で
あ
り
、
聖
人
は
易
で
あ
り
、
徳
業
は
易
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
天
地
設
位
、
而
易
行
乎
其
中
」
と
あ
る
の
は
孔
子
の
言
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
易
と
天
地
に
二
分
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
子
曰
」
の
下
の
部
分
は
良
い
も
の
が
多
い
が
、
問
題
が
あ
る
の
は
記
録
者
の
誤
り
に
よ
る
。
そ
の
趣
旨
は
良
い
。「
子
曰
」
が

け
ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
悪
い
も
の
で
あ
る
が
、
聖
人
の
言
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
乾
は
易
で
あ
り
、
坤
は
易
で
あ
る
。「
乾
坤
毀
則
無
以
見
易
、
易
不
可
見
、
乾
坤
或
幾
乎
息
」・「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
」
が
聖
人
の
言
で
な
い
の
は
は
っ
き
り
と
黒
と
白
、
一
と
二
の
よ
う
に
簡
単
に
識
別
で
き
る
。）
【『
楊
氏
易
伝
』
巻
二
十
】
大
伝
曰
、
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
、
観
鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
。
某
嘗
謂
大
伝
非
聖
人
作
、
於
是
乎
益
験
此
一
章
乃
不
知
道
者
推
測
聖
人
意
。（

辞
伝
に
は
、「
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
。
観
鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
」（
古
、
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包
犠
氏
が
天
下
に
王
者
で
あ
る
時
、
空
を
仰
い
で
象
を
観
察
し
、
地
を
見
て
法
を
観
察
し
、
鳥
獣
の
体
の
文
様
と
土
地
に
宜
し
い
草
木
金
石
を
観
察
し
、
近
く
は
身
に
取
り
、
遠
く
は
物
に
取
り
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
八
卦
を
作
っ
た
）
と
あ
る
。
私
は

辞
伝
は
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
ま
す
ま
す
こ
の
一
章
が
、
道
を
理
解
し
て
な
い
も
の
が
聖
人
の
意
を
推
測
し
て
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。）
『
己
易
』
の
引
用
文
の
方
を
み
る
と

辞
伝
で
孔
子
の
言
で
は
な
い
と
断
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
鼓
万
物
、
而
不
与
聖
人
同
憂
」
（

辞
上
伝
、
以
下
、
上
と
略
記
）・「
易
与
天
地
準
」（
上
）・「
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
。
是
故
知
幽
明
之
故
」（
上
）・「
継
之
者
善
也
」（
上
）・「
天
地
設
位
、
而
易
行
乎
其
中
」（
上
）・「
乾
坤
毀
則
無
以
見
易
、
易
不
可
見
、
乾
坤
或
幾
乎
息
」（
上
）
が
あ
る
。
一
方
、『
楊
氏
易
伝
』
の
方
で
は
、『
己
易
』
が
排
撃
す
る
「
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
。
是
故
知
幽
明
之
故
」
と
類
似
す
る
内
容
を
持
つ
「
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
。
観
鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
」
が
孔
子
の
言
で
は
な
い
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。「
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
」
と
「
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
『
己
易
』・『
楊
氏
易
伝
』
と
も
孔
子
以
外
の
手
に
か
か
る
も
の
と
見
な
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
。
問
題
は
『
楊
氏
易
伝
』
が
排
撃
す
る
「
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
〜
於
是
始
作
八
卦
」
の
後
半
部
分
の
「
観
鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
」
が
孔
子
の
作
な
の
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、『
己
易
』
の
こ
の
引
用
文
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
『
己
易
』
で
は
「
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
。
是
故
知
幽
明
之
故
」
の
み
が
否
定
さ
れ
、『
楊
氏
易
伝
』
で
は
「
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
。
観
鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
」
が
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
範
囲
が
異
な
る
こ
と
。
特
に
「
遠
近
」
の
と
り
あ
つ
か
い
方
が
問
題
と
な
り
、『
楊
氏
易
伝
』
は
遠
近
は
孔
子
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
が
、『
己
易
』
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
不
明
。
こ
れ
は
些
少
な
差
異
で
は
あ
ろ
う
が
、
検
討
す
る
50
に
値
し
よ
う
。
世
界
と
い
う
も
の
は
あ
る
視
点
の
も
と
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
布
置
を
遠
近
と
よ
ぶ
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
見
え
る
か
と
い
え
ば
身
体
が
世
界
の
あ
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
遠
近
に
関
し
て
『
己
易
』
の
他
の
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
未
有
知
近
而
不
知
遠
也
。
未
有
知
小
而
不
知
大
也
。
遠
近
一
物
也
、
小
大
無
二
体
也
。
閨
門
之
内
若
近
而
実
遠
也
、
若
小
而
実
大
也
。（
近
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
遠
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
小
さ
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
遠
近
は
一
物
で
あ
り
、
小
大
は
二
つ
の
体
で
は
な
い
。
へ
や
の
中
は
近
い
よ
う
で
実
は
遠
く
、
小
さ
い
よ
う
で
実
は
大
き
い
。）
「
遠
近
一
物
也
、
小
大
無
二
体
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
楊
氏
易
伝
』
の
主
要
な
る
テ
ー
ゼ
で
あ
る
「
一
物
而
殊
名
」
と
同
じ
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
一
物
而
殊
名
」
は
『
己
易
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
此
心
果
得
而
見
乎
、
果
不
得
而
見
乎
、
果
動
乎
、
果
不
動
乎
、
特
未
之
察
耳
。
似
動
而
不
移
也
、
似
変
而
未
嘗
改
也
。（
中
略
）
象
也
者
像
此
者
也
、
爻
也
者
倣
此
者
也
。
非
自
、
動
自
動
也
。
一
物
而
殊
名
也
。
一
人
而
姓
名
字
行
之
不
同
也
。
此
非
沈
虚
陥
寂
者
之
所
能
識
也
、
亦
非
憧
憧
往
来
者
之
所
能
知
也
。
然
而
至
易
也
、
至
簡
也
。
或
者
自
以
為
難
、
近
取
諸
身
、
殊
不
遠
也
。
身
猶
遠
爾
、
近
取
諸
心
、
即
此
心
而
已
矣
。（
此
の
心
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
の
か
、
動
い
て
い
る
の
か
、
動
い
て
い
な
い
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
動
く
よ
う
で
移
動
せ
ず
、
変
わ
る
よ
う
で
改
変
し
て
い
な
い
。（
中
略
）
象
と
は
此
に
か
た
ど像
っ
た
も
の
で
あ
り
、
爻
と
は
此
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
は
自
ら
な
の
で
は
な
く
、
動
は
自
ら
動
な
の
で
は
な
い
。
一
物
に
し
て
殊
名
で
あ
る
。
一
人
で
は
あ
る
が
姓
・
名
・
字
・
排
行
な
ど
が
同
じ
で
な
い
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
は
虚
寂
に
陥
っ
て
い
る
者
が
理
解
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
動
揺
し
て
い
る
者
が
理
解
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
至
易
で
あ
り
、
至
簡
で
あ
る
。
あ
る
人
は
難
し
い
と
思
い
、
身
近
な
身
体
に
そ
れ
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
実
は
遠
く
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
身
体
は
依
然
遠
く
、
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身
近
な
心
に
そ
れ
を
求
め
、
こ
の
心
に
よ
る
し
か
な
い
。）
一
重
下
線
部
の
「
象
也
者
像
此
者
也
、
爻
也
者
倣
此
者
也
」
の
「
こ
の
も
の
」
と
は
引
用
文
冒
頭
の
「
此
の
心
」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
楊
簡
の
理
論
の
体
系
的
な
展
開
の
は
じ
ま
り
と
し
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
こ
の
も
の
」
と
は
「
あ
の
も
の
」
と
の
対
照
の
う
ち
に
存
在
せ
ず
「
一
」
と
し
て
あ
り
、「
こ
の
も
の
」
を
模
倣
（「
像
」・「
倣
」）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
が
現
前
し
、
そ
れ
は
「
一
」
の
う
ち
に
「
一
」
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
（「
一
物
而
殊
名
」）
と
な
る
。
ま
た
太
線
部
の
「
非
自
、
動
自
動
也
」
と
は
「
一
物
而
殊
名
」
の
「
殊
名
」
に
あ
た
る
。「
」
と
は
そ
れ
以
外
の
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
」
な
の
で
あ
り
、「
」
は
「
」
以
外
の
も
の
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。「
動
」
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
「
一
物
而
殊
名
」
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
『
楊
氏
易
伝
』
で
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
先
に
引
い
た
『
己
易
』
の
引
用
文
で
注
意
す
べ
き
は
「
一
物
而
殊
名
」
の
例
と
し
て
「
閨
門
之
内
若
近
而
実
遠
也
」
が
あ
げ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
遠
近
と
い
う
概
念
の
抽
象
・
概
括
の
前
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
単
に
知
覚
内
容
を
分
析
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
楊
氏
易
伝
』
に
お
い
て
は
名
と
い
う
概
念
が
既
に
抽
象
・
概
括
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
（
４
）
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が

辞
伝
に
お
け
る
「
遠
近
」
を
含
む
部
分
の
解
釈
の
差
異
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
り
あ
え
ず
右
の
事
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
遠
近
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
立
ち
い
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
「
は
じ
め
に
」
の
最
後
で
引
い
た
心
の
例
か
ら
わ
か
る
と
お
り
楊
簡
は
『
楊
氏
易
伝
』
に
お
い
て
心
と
い
う
概
念
と
実
在
す
る
心
を
区
別
し
て
い
る
。
遠
近
と
い
う
概
念
と
実
在
す
る
遠
近
と
い
う
よ
う
に
、
遠
近
に
つ
い
て
も
こ
の
二
分
法
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
易
に
お
い
て
、
概
念
と
実
在
の
区
分
が
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
象
が
挙
げ
ら
れ
る
。
易
の
象
と
は
、
如
上
の
点
に
く
わ
え
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
と
義
の
組
み
あ
わ
せ
が
易
の
構
造
を
決
定
す
る
。
心
易
と
い
う
も
の
も
象
と
義
の
組
み
あ
わ
せ
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
そ
の
易
の
象
に
つ
い
て
分
析
を
く
わ
え
て
い
く
。
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二
象
に
つ
い
て
（
一
）
象
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
叙
述
は
次
の
よ
う
に
行
う
。『
易
』
の
象
に
つ
い
て
の
学
説
を
あ
げ
、
後
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
『
易
』
の
象
に
つ
い
て
考
究
し
た
も
の
は
中
国
の
も
の
が
多
い
の
で
、
い
き
お
い
中
国
の
論
文
を
主
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
、
馮
友
蘭「『
易
伝
』
的
哲
学
思
想
」（
馮
友
蘭
『
三
松
堂
全
集
』
第
十
二
巻
（
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
）
馮
友
蘭
は
象
は
多
義
的
で
あ
る
と
す
る
が
、
ま
ず
象
と
は
規
律
で
あ
り
、
規
律
が
易
中
に
お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
を
象
と
よ
ぶ
。象
と
は
規
律
で
あ
る
と
い
う
定
義
は
、
武
内
義
雄
が
『
大
学
』
の
格
物
の
物
を
法
則
或
は
道
徳
法
の
意
に
解
し
て
い
る
こ
と
（
５
）
を
想
起
さ
せ
る
。
な
お
武
内
説
は
そ
の
根
拠
を
「
言
物
有
っ
て
、
行
い
恒
有
り
」（『
易
』
家
人
卦
、
大
象
伝
）、「
仁
人
は
物
に
過
ぎ
ず
、
孝
子
は
物
に
過
ぎ
ず
」（『
礼
記
』
哀
公
問
）
等
に
求
め
て
い
る
。
馮
友
蘭
の
象
、
武
内
義
雄
の
物
は
い
ず
れ
も
道
徳
性
の
根
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
典
拠
を
あ
げ
る
の
み
で
は
な
く
、
な
ぜ
象
及
び
物
が
道
徳
性
を
帯
び
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
、
張
岱
年
『
中
国
古
典
哲
学
概
念
範
疇
要
論
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
１
９
８
７
年
）、
第
二
篇
自
然
哲
学
概
念
範
疇
（
下
）
（
２１
）
象
、
法
象
象
に
は
二
義
が
あ
る
。
一
は
天
象
、
一
は
象
征
（
象
徴
）
で
あ
る
。
「
易
伝
」
に
お
い
て
象
は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
二
義
を
も
つ
。
天
象
の
象
で
あ
り
、
象
征
（
象
徴
）
の
意
で
あ
る
。
ま
た
他
の
概
念
と
対
挙
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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天
象
の
象
に
つ
い
て
の
用
例
を
あ
げ
る
。
在
天
成
象
、
在
地
成
形
、
変
化
見
矣
。（

辞
上
伝
）
成
象
之
謂
乾
、
效
法
之
謂
坤
。（

辞
上
伝
）
見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之
器
。（

辞
上
伝
）
法
象
莫
大
乎
天
地
、
変
通
莫
大
乎
四
時
、
縣
象
著
明
莫
大
乎
日
月
。（

辞
上
伝
）
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
。（

辞
上
伝
）
古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
于
天
、
俯
則
観
法
于
地
。（

辞
下
伝
）
「
形
」
と
対
挙
さ
れ
る
と
き
は
、「
象
」
は
天
に
属
し
、「
形
」
は
地
に
属
す
。「
器
」
と
対
挙
さ
れ
る
と
き
は
、「
器
」
は
固
定
さ
れ
た
形
体
、「
象
」
は
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
。「
法
」
と
対
挙
さ
れ
る
と
き
は
、「
象
」
は
天
に
あ
り
、「
法
」
は
地
に
あ
る
。
ま
た
法
は
比
較
的
固
定
性
を
も
つ
。
ま
た

辞
上
伝
の
「
見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之
器
」
の
「
象
」
は
視
覚
の
対
象
、「
形
」
は
視
覚
の
対
象
の
み
な
ら
ず
、
触
覚
の
対
象
で
も
あ
る
。
現
代
漢
語
に
お
け
る
「
対
象
」
と
い
う
語
は
こ
の
「
象
」
に
来
源
を
持
つ
。
次
に
象
征
（
象
徴
）
の
意
で
あ
る
用
例
を
あ
げ
る
。
聖
人
設
卦
観
…
…
是
故
吉
凶
者
失
得
之
象
也
、
悔
吝
者
虞
之
象
也
、
変
化
者
進
退
之
象
也
、
剛
柔
者
昼
夜
之
象
也
。（

辞
上
伝
）
聖
人
有
以
見
天
下
之
而
諸
其
形
容
、
象
其
物
宜
、
是
故
謂
之
象
。（

辞
上
伝
）
書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
。
然
則
聖
人
之
意
其
不
可
見
乎
。
子
曰
、
聖
人
立
象
以
尽
意
。（

辞
上
伝
）
八
卦
成
列
、
象
在
其
中
矣
。（

辞
下
伝
）
54
象
也
者
象
此
者
也
。
爻
象
動
乎
内
、
吉
凶
見
乎
外
。（

辞
下
伝
）
是
故
易
者
象
也
、
象
也
者
像
也
。（

辞
下
伝
）
八
卦
以
象
告
。（

辞
下
伝
）
こ
れ
ら
の
用
例
に
お
い
て
あ
る
も
の
は
名
詞
と
し
て
、
あ
る
も
の
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
象
征
（
象
徴
）
と
は
一
つ
の
事
物
も
し
く
は
卦
画
符
号
を
用
い
て
あ
る
思
想
や
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
で
あ
る
。
な
お
『
韓
非
子
』
解
老
篇
は
『
老
子
』
の
「
無
状
之
状
、
無
物
之
象
」（
十
四
章
）
の
「
象
」
を
意
想
を
含
む
も
の
と
解
釈
す
る
が
、
そ
れ
は
現
代
漢
語
の
「
想
像
」
に
相
当
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
張
岱
年
は
象
を

可
見

象
徴

想
像
と
い
う
三
層
か
ら
な
る
も
の
と
整
理
す
る
。
ハ
、
楊
慶
中
「
論
『
易
伝
』
与
『
易
経
』
思
惟
方
式
的
異
同
」（『
哲
学
研
究
』
１
９
９
０
年
５
期
）
１
「
観
物
取
象
」
と
「
観
象
取
意
」
を
論
ず
『
易
』
に
お
い
て
「
象
」
字
に
は
以
下
の
義
が
あ
る
。
一
は
物
象
と
し
て
の
象
（「
見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之
器
」（

辞
上
伝
）
の
「
見
乃
之
象
」、「
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
」（

辞
上
伝
）
の
「
聖
人
象
之
」）、
一
は
物
本
来
の
あ
る
べ
き
す
が
た
を
識
取
し
た
も
の
と
し
て
の
象
（「
聖
人
有
以
見
天
下
之
而
諸
其
形
容
、
象
其
物
宜
、
是
故
謂
之
象
」（

辞
上
伝
）
の
「
象
其
物
宜
」）
で
あ
り
、
八
卦
は
後
者
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
象
の
字
義
か
ら
し
て
二
つ
の
象
の
系
統
が
あ
り
、
一
は
客
体
そ
の
も
の
、
一
は
客
体
を
再
現
し
た
も
の
（
符
号
）
で
あ
る
。
高
亨
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
記
事
之
辞
」・
後
者
は
「
取
象
之
辞
」
で
あ
り
、
後
者
は
『
詩
』
の
比
興
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
・
卦
象
は
形
式
化
さ
れ
た
物
象
で
あ
り
、
内
化
さ
れ
た
物
象
。
・「
観
象
取
意
」
は
「
観
物
取
象
」
と
こ
と
な
る
。「
観
象
取
意
」
は
『
易
伝
』
に
み
ら
れ
、『
易
経
』
の
よ
う
に
自
然
の
物
（「
見
乃
之
55 心易について
象
」）
を
認
識
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
卦
象
（
八
卦
の
象
）
を
認
識
の
対
象
と
す
る
。
そ
し
て
「
観
象
取
意
」
は
形
象
（
卦
象
）
を
と
お
し
て
抽
象
を
表
現
す
る
。
こ
の
抽
象
は
「
意
」
と
い
い
か
え
ら
れ
る
（
聖
人
立
象
以
尽
意
）。
易
経：
「
観
物
取
象
」―
外
在
す
る
因
果
関
係
観
物
↓
象
（
卦
象
）
易
伝：
「
観
象
取
意
」―
内
在
す
る
論
理
的
根
拠
観
象
↓
意
（
社
会
倫
理
）
２
「
易
者
不
易
」
を
論
ず
・『
易
伝
』
の
目
的
は
卦
象
の
中
か
ら
必
要
な
社
会
倫
理
（
意
）
を
ひ
き
だ
す
こ
と
。
だ
か
ら
『
易
伝
』
で
は
「
不
易
」
を
重
視
し
、「
簡
易
」・「
変
易
」
は
「
不
易
」
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
倫
理
が
自
然
的
認
識
を
統
率
す
る
こ
と
と
な
る
。
３
「
天
地
人
三
材
」
を
論
ず
・
天
地
自
然
の
道
に
な
ぜ
大
き
な
倫
理
的
功
用
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
そ
れ
自
身
が
有
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
賦
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
、
項
安
世
『
周
易
玩
辞
』
凡
卦
辞
皆
曰
彖
、
凡
卦
画
皆
曰
象
。
未
画
則
象
隠
、
已
画
則
其
象
著
。
故
指
画
為
象
、
非
謂
物
象
也
。
大
象
総
論
六
画
之
義
、
小
象
各
論
一
画
之
義
、
故
皆
謂
之
象
。
其
曰
天
曰
龍
者
、
自
因
有
象
之
後
、
推
引
物
類
以
明
之
爾
。
本
称
易
象
者
非
此
之
謂
也
。
（『
周
易
玩
辞
』
巻
一
、
象
）（
す
べ
て
卦
辞
は
彖
と
い
い
、
す
べ
て
卦
画
は
象
と
い
う
。
ま
だ
画
し
て
い
な
け
れ
ば
象
は
現
れ
ず
、
す
で
に
画
し
て
い
れ
ば
そ
の
象
が
現
れ
る
。
だ
か
ら
画
を
指
し
て
象
と
す
る
が
、
そ
れ
を
物
象
と
は
い
わ
な
い
。
大
象
は
六
画
の
意
義
を
総
論
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
象
は
一
画
の
意
義
を
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
す
べ
て
象
と
い
う
。
天
と
い
っ
た
り
龍
と
い
っ
た
り
す
る
の
は
、
ま
ず
象
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
引
伸
し
て
明
か
に
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
本
来
の
易
象
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
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項
安
世
は
卦
象
（
易
象
）
と
そ
の
卦
象
（
易
象
）
か
ら
引
伸
さ
れ
た
も
の
を
区
別
し
て
い
る
。
ホ
、
胡
適
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
１
９
９
７
年
）、
第
四
篇
孔
子
第
三
章
易
象
は
模
倣
の
意
で
あ
る
が
、
模
倣
す
る
原
本
を
も
象
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
る
。
易
で
は
、
万
物
の
原
型
た
る
法
象
が
あ
り
、
そ
れ
を
象
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
が
生
成
す
る
。
法
象
と
は
象
の
こ
と
で
あ
り
、
物
象
と
物
象
に
依
っ
て
生
ず
る
意
味
・
概
念
（
意
象
）
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
（
二
）
法
象
ホ
の
胡
適
の
論
文
で
は
法
象
を
重
視
し
て
い
た
。
程
頤
も
法
象
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
説
を
み
て
み
た
い
。
諸
儒
多
求
象
外
之
義
、
必
求
以
木
巽
火
之
義
。
又
求
聖
人
亨
以
享
上
帝
之
義
、
又
求
大
亨
以
養
聖
賢
之
義
、
不
得
其
義
、
遂
穿
鑿
其
説
、
不
知
彖
辞
所
言
甚
明
甚
正
。
不
必
他
求
。（『
慈
湖
遺
書
』
巻
七
家
記
一
、
汎
論
易
）（
諸
儒
は
多
く
、
象
外
の
義
を
求
め
、
必
ず
木
が
火
に
順
う
と
い
う
義
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
「
聖
人
、
亨
し
て
以
て
上
帝
に
享
す
」
や
「
大
い
に
亨
し
て
以
て
聖
賢
を
養
ふ
」
の
義
を
求
め
る
も
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
れ
こ
れ
と
穿
鑿
し
、
彖
伝
の
内
容
は
全
く
明
快
で
他
に
求
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。）
い
楊
簡
は
「
諸
儒
多
く
象
外
の
義
を
求
め
、
必
ず
求
む
る
に
木
を
火
に
巽
る
の
義
を
以
て
す
」
と
い
う
が
、「
諸
儒
云
々
」
と
は
お
そ
ら
く
程
頤
の
『
易
伝
』
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
程
頤
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
為
卦
、
上
離
下
巽
。
所
以
為
鼎
、
則
取
其
象
焉
、
取
其
義
焉
。
取
其
象
者
有
二
。
以
全
体
言
之
、
則
下
植
為
足
、
中
実
為
腹
、
受
物
在
中
之
象
、
対
峙
於
上
者
耳
也
、
横
亘
乎
上
者
鉉
也
、
鼎
之
象
也
。
以
上
下
二
体
言
之
、
則
中
虚
在
上
、
下
有
足
以
承
之
、
亦
鼎
之
象
也
。
取
其
義
、
則
木
従
火
也
。
巽
入
也
、
順
従
之
義
、
以
木
従
火
、
為
然
之
象
。
火
之
用
惟
燔
与
烹
、
燔
不
仮
器
、
故
取
57 心易について
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象
而
為
鼎
、
以
木
巽
火
、
烹
之
象
也
。（『
周
易
程
氏
伝
』
巻
第
四
、
鼎
卦
）（
鼎
卦
は
離
を
上
卦
と
し
巽
を
下
卦
と
す
る
。
鼎
と
名
づ
け
ら
れ
た
理
由
を
、
象
に
取
る
場
合
と
義
に
取
る
場
合
が
あ
る
。
象
に
取
る
場
合
は
二
つ
あ
る
。
全
体
か
ら
説
く
と
、
た
下
に
植
つ
の
が
足
で
あ
り
、
中
に
実
つ
る
の
が
腹
で
あ
り
、
物
が
中
に
あ
る
象
を
示
し
、
上
に
対
峙
し
て
い
る
の
が
耳
で
あ
り
、
そ
の
上
に
横
た
わ
る
の
が
鉉
で
あ
り
、
こ
れ
が
鼎
の
象
で
あ
る
。
上
下
二
体
か
ら
説
く
と
、
上
体
に
中
虚
が
あ
り
、
下
体
の
足
が
そ
れ
を
承
け
る
と
い
う
の
も
ま
た
鼎
の
象
で
あ
る
。
義
に
取
る
場
合
は
、
木
が
火
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
巽
は
入
で
あ
り
、
や
く
に
る
や
く
従
順
の
義
で
あ
り
、
木
が
火
に
従
い
、
燃
え
る
象
で
あ
る
。
火
の
は
た
ら
き
と
は
燔
と
烹
の
み
で
あ
り
、
燔
ば
あ
い
は
器
を
使
わ
に
る
い
な
い
の
で
、
烹
の
象
を
取
っ
て
鼎
と
し
、
木
を
火
に
巽
れ
る
烹
の
象
で
あ
る
。）
一
重
下
線
部
の
「
巽
は
入
な
り
、
順
従
の
義
、
木
、
火
に
従
ふ
を
以
て
然
ゆ
る
の
象
と
為
す
」
が
楊
簡
い
う
と
こ
ろ
の
「
諸
儒
多
く
象
い
外
の
義
を
求
め
、
必
ず
求
む
る
に
木
を
火
に
巽
る
の
義
を
以
て
す
」
に
あ
た
る
。
程
頤
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
制
器
取
其
象
也
、
乃
象
器
以
為
卦
乎
。
曰
、
制
器
取
於
象
也
、
象
存
乎
卦
、
而
卦
不
必
先
器
。
聖
人
制
器
、
不
待
見
卦
而
後
知
象
、
以
衆
人
之
不
能
知
象
也
、
故
設
卦
以
示
之
。
卦
器
之
先
後
、
不
害
於
義
也
。
或
疑
鼎
非
自
然
之
象
、
乃
人
為
也
。
曰
、
固
人
為
也
、
然
烹
可
以
成
物
、
形
制
如
是
則
可
用
、
此
非
人
為
、
自
然
也
。
在
井
亦
然
。
器
雖
在
卦
先
、
而
所
取
者
乃
卦
之
象
、
卦
復
用
器
以
為
義
也
。（
器
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
象
を
取
る
な
ら
ば
、
象
・
器
に
よ
っ
て
卦
を
作
る
の
か
？
答
え
て
い
う
、
器
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
象
を
取
る
が
、
象
は
卦
に
拠
る
か
ら
、
卦
は
器
に
先
行
す
る
必
要
は
な
い
。
聖
人
が
器
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
卦
を
見
て
か
ら
象
を
知
る
と
い
う
必
要
は
な
く
、
一
般
の
人
々
が
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
卦
を
設
け
て
示
し
た
ま
で
で
あ
る
。
卦
と
器
の
先
後
関
係
は
卦
の
義
と
関
係
が
な
い
。
あ
る
者
は
鼎
は
自
然
の
象
で
は
な
く
、
人
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
答
え
て
い
う
。
も
と
よ
り
人
為
で
あ
り
、
烹
し
て
物
を
生
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
形
状
と
構
造
に
つ
い
て
こ
58
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
の
は
人
為
で
な
く
自
然
で
あ
る
。
井
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
器
は
卦
に
先
行
す
る
が
、
器
が
参
照
す
る
の
は
卦
の
象
で
あ
り
、
器
を
用
い
て
卦
の
義
を
定
め
る
。）
質
問
は
器
が
あ
っ
て
卦
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
対
す
る
回
答
は
引
用
文
の
一
行
目
に
「
卦
不
必
先
器
」
と
あ
っ
て
器
の
先
行
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
は
「
彖
に
曰
く
、
鼎
は
象
な
り
」（
彖
伝
）
と
あ
っ
て
鼎
の
物
質
性
を
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
対
話
の
流
れ
を
く
わ
し
く
見
て
い
き
た
い
。
質
問
す
る
方
は
お
そ
ら
く
「
彖
に
曰
く
、
鼎
は
象
な
り
」（
彖
伝
）
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
鼎
の
物
質
性
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
か
た
ち
な
い
と
し
、
鼎
の
象
が
あ
る
か
ら
こ
そ
鼎
卦
と
名
付
け
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
象
・
器
が
あ
っ
て
卦
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
一
重
下
線
部
の
「
象
器
以
て
卦
と
為
す
か
」
と
い
う
疑
問
と
な
る
。「
象
器
以
て
卦
と
為
す
」
と
は
卦
よ
り
「
象
」・「
器
」
を
先
行
す
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
回
答
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。「
制
器
取
象
」―
―
器
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
象
を
取
る
、
つ
ま
り
象
を
参
照
す
る
こ
と
―
―
の
論
理
的
先
後
関
係
は
象
↓
器
↓
卦
と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
象
自
体
が
卦
に
拠
る
の
だ
か
ら
象
↓
器
↓
卦
と
い
う
図
式
は
成
立
し
な
い
と
す
る
。
程
頤
は
象
↓
器
↓
卦
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、
こ
の
三
者
を
円
環
関
係
の
中
に
お
こ
う
と
し
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
器
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
象
を
参
照
す
る
が
、
そ
の
象
は
卦
の
内
容
を
参
照
し
て
い
る
（
太
線
部
の
「
制
器
取
於
象
也
、
象
存
乎
卦
」）
と
主
張
す
る
こ
と
で
象
↓
器
↓
卦
と
い
う
論
理
的
関
係
を
く
ず
そ
う
と
し
て
い
る
。
象
が
卦
の
内
容
を
参
照
し
て
い
る
と
主
張
す
れ
ば
、
卦
と
器
の
関
係
は
現
象
的
に
は
器
が
先
立
つ
と
し
て
も
論
理
的
に
は
そ
う
な
ら
な
い
と
主
張
で
き
る
し
（
二
重
下
線
部
の
「
器
雖
在
卦
先
、
而
所
取
者
乃
卦
之
象
、
卦
復
用
器
以
為
義
也
。」）、「
彖
に
曰
く
、
鼎
は
象
な
り
」（
彖
伝
）
と
抵
触
し
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
程
頤
は
卦
の
義
の
先
行
性
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
波
線
部
の
「
卦
器
之
先
後
、
不
害
於
義
也
」
は
そ
の
間
の
消
息
を
物
語
り
、
卦
と
器
の
先
後
関
係
と
卦
の
義
を
分
離
す
る
。
ま
た
「
不
害
於
義
」
の
「
義
」
は
卦
の
義
を
指
す
と
考
え
ら
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れ
る
が
、
こ
こ
で
「
義
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
す
の
は
、
程
頤
の
用
い
る
「
卦
」
と
い
う
語
が
物
質
と
し
て
の
そ
れ
と
「
義
」
と
し
て
の
そ
れ
に
分
裂
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
も
ん
ご
ん
「
彖
曰
、
鼎
象
也
」（
彖
伝
）
と
い
う
文
言
が
程
頤
の
自
説
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
は
ば
ん
で
い
る
の
だ
が
、
次
に
見
る
よ
う
に
「
彖
曰
、
鼎
象
也
」
の
「
象
」
を
「
法
象
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。
彖
曰
、
鼎
象
也
。
卦
之
為
鼎
、
取
鼎
之
象
也
。
鼎
之
為
器
、
法
卦
之
象
也
。
有
象
而
後
有
器
、
卦
復
用
器
而
為
義
也
。
鼎
大
器
也
、
重
宝
也
。
故
其
制
作
形
模
、
法
象
尤
厳
。
鼎
之
名
正
也
、
古
人
訓
方
、
方
実
正
也
（
６
）
。
以
形
言
、
則
耳
対
植
於
上
、
足
分
峙
於
下
、
周
円
内
外
、
高
卑
厚
薄
、
莫
不
有
法
而
至
正
、
至
正
然
後
成
安
重
之
象
。
故
鼎
者
法
象
之
器
、
卦
之
為
鼎
、
以
其
象
也
。（『
周
易
程
氏
伝
』
巻
第
四
、
鼎
卦
彖
伝
）（
卦
が
鼎
た
る
所
以
は
鼎
の
象
に
よ
る
。
鼎
と
い
う
器
は
卦
の
象
に
法
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
象
が
あ
っ
て
か
ら
器
が
あ
る
の
で
あ
り
、
卦
は
さ
ら
に
器
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
義
が
生
ず
る
。
鼎
は
大
器
で
あ
っ
て
、
重
宝
で
あ
る
。
だ
か
ら
型
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
模
範
と
い
う
も
の
が
重
要
で
あ
る
。
鼎
の
名
は
正
で
あ
り
、
古
人
は
方
と
解
釈
す
る
が
、
方
は
正
な
の
で
あ
る
。
形
を
言
え
ば
、
耳
は
上
に
対
峙
す
る
も
の
（
六
五
）
で
、
足
は
下
に
た
つ
も
の
（
初
六
）
で
周
円
内
外
・
高
卑
厚
薄
、
す
べ
て
法
則
が
あ
っ
て
極
め
て
正
し
く
、
極
め
て
正
し
い
か
ら
ど
っ
し
り
と
落
ち
着
く
象
が
あ
る
。
だ
か
ら
鼎
と
は
模
範
的
な
器
で
あ
り
、
卦
が
鼎
た
る
所
以
は
そ
の
象
に
あ
る
の
で
あ
る
。）
「
鼎
之
為
器
、
法
卦
之
象
也
」（
一
重
下
線
部
）
の
「
法
」
と
は
「
卦
の
象
に
法
る
」
と
訓
ぜ
ら
れ
れ
ば
動
詞
で
あ
る
が
、
元
の
至
正
本
に
は
こ
の
「
法
卦
之
象
也
」
の
下
の
小
注
に
「
一
作
法
象
之
器
也
」
と
あ
る
。
元
の
至
正
本
の
小
注
は
「
故
鼎
者
法
象
之
器
」（
二
重
線
部
）
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
の
「
法
」
は
「
象
」
の
属
性
で
あ
っ
て
法
則
と
い
う
意
で
あ
り
、
動
詞
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
の
訓
を
と
る
に
せ
よ
太
線
部
に
「
有
象
而
後
有
器
」
と
あ
る
か
ら
、
器
に
対
す
る
象
の
先
行
性
は
確
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
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し
て
こ
の
「
象
」
と
は
「
法
象
」（
破
線
部
）
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。「
法
象
」
と
は
法
る
べ
き
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
程
頤
は
「
彖
曰
、
鼎
象
也
」
の
「
象
」
に
法
則
と
い
う
意
味
を
付
加
し
て
い
る
。
（
三
）
楊
簡
の
象
も
ん
ご
ん
楊
簡
の
「
諸
儒
多
求
象
外
之
義
」（『
慈
湖
遺
書
』
巻
七
家
記
一
、
汎
論
易
）
と
い
う
文
言
は
程
頤
の
法
象
説
を
念
頭
に
お
く
。
先
に
『
周
易
玩
辞
』
の
易
の
象
と
は
卦
画
の
み
で
、
そ
こ
か
ら
引
伸
さ
れ
る
物
象
で
は
な
い
と
す
る
説
を
引
い
た
が
、
程
頤
の
法
象
と
は
ま
さ
し
く
『
周
易
玩
辞
』
い
う
と
こ
ろ
の
卦
象
か
ら
引
神
さ
れ
た
物
象
で
あ
る
。
で
は
楊
簡
に
お
け
る
象
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、『
楊
氏
易
伝
』
鼎
卦
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
鼎
元
吉
亨
。
彖
曰
鼎
象
也
。
以
木
巽
火
亨
矣
。
聖
人
亨
以
享
上
帝
、
而
大
亨
以
養
聖
賢
。
巽
而
耳
目
聡
明
。
柔
進
而
上
行
、
得
中
而
応
乎
剛
、
是
以
元
亨
。
鼎
之
卦
有
鉉
有
耳
有
腹
有
足
、
儼
然
有
鼎
之
象
。
下
巽
木
上
離
火
、
亨
甚
明
。
聖
人
亨
於
鼎
以
享
上
帝
、
大
亨
以
養
聖
賢
。
享
帝
止
曰
亨
而
養
聖
賢
曰
大
亨
者
、
上
帝
則
一
而
群
臣
衆
也
。
斯
義
坦
然
而
学
者
往
往
又
外
求
其
指
、
謂
此
乃
取
象
当
復
有
義
也
。
意
此
大
易
之
道
所
以
至
易
至
簡
、
而
人
輒
惑
之
者
率
類
是
也
。
其
曰
鼎
象
者
以
卦
象
有
儼
然
之
形
也
。
継
曰
以
木
巽
火
亨
矣
、
又
曰
亨
以
享
帝
、
又
曰
大
享
以
養
聖
賢
矣
。
又
何
疑
而
疑
其
復
有
他
指
也
。
若
曰
亨
之
事
浅
不
足
道
、
疑
非
大
易
之
道
則
是
求
道
於
事
物
之
外
、
索
理
於
日
用
之
外
。
孔
子
何
以
曰
一
以
貫
之
。
易
大
伝
何
以
曰
百
姓
日
用
而
不
知
。
乾
象
何
以
曰
品
物
流
行
。
孔
子
何
以
又
曰
庶
物
露
生
無
非
教
也
。
道
在
邇
而
求
諸
遠
。
大
易
之
妙
不
離
目
前
而
妄
疑
其
有
他
。
腹
耳
足
鉉
自
自
妙
、
不
必
於
腹
耳
足
鉉
之
外
求
義
。
以
木
巽
火
自
自
妙
、
不
必
於
以
木
巽
火
之
外
索
理
。
亨
以
享
帝
、
不
可
度
思
。
大
亨
養
聖
賢
、
矧
可
射
思
。
不
聞
孔
子
之
言
哀
楽
乎
哀
楽
豈
不
可
見
、
而
孔
子
以
為
傾
耳
而
聴
不
可
得
而
聞
也
。
易
大
伝
又
曰
微
顕
闡
幽
。
豈
謂
顕
者
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特
微
之
、
而
幽
者
特
闡
之
。
故
顕
即
微
、
幽
即
闡
、
顕
微
幽
闡
皆
名
也
。
吾
未
睹
其
為
二
也
。
惟
不
知
道
而
後
求
道
於
事
物
之
外
。
道
与
事
物
皆
名
。
吾
未
睹
其
為
二
也
。
名
即
実
、
実
即
名
。
孔
子
曰
天
下
何
思
何
慮
。
思
慮
人
以
為
不
可
無
者
而
孔
子
以
為
無
庸
焉
。
惟
思
慮
動
而
後
始
昏
始
分
裂
始
乱
義
也
。
始
不
可
告
語
矣
。
学
者
断
不
可
索
義
於
亨
之
外
。
自
巽
而
耳
目
聡
明
而
下
則
為
義
矣
。
義
即
事
物
、
事
物
即
義
。
巽
而
不
忤
於
物
、
耳
目
聡
不
蔽
於
物
。
六
五
柔
上
行
而
得
位
得
中
道
而
一
無
倚
。
応
乎
剛
而
得
剛
之
中
、
是
義
必
見
於
卦
象
之
中
、
元
吉
之
道
也
、
亨
之
道
也
。
不
巽
則
招
禍
、
不
聡
明
惑
於
声
色
、
乱
於
是
非
。
不
得
位
則
雖
備
徳
何
由
而
亨
。
中
者
道
也
。
坤
文
言
曰
黄
中
通
理
。
通
理
所
以
明
中
之
義
、
中
本
虚
名
、
特
無
所
倚
之
名
。
道
心
人
所
自
有
。
有
所
倚
則
偏
党
為
私
為
過
、
従
柔
不
足
以
亨
。
応
乎
剛
、
剛
徳
為
助
則
亨
矣
。
体
本
柔
雖
応
乎
剛
亦
不
可
以
大
亨
、
故
曰
元
亨
。
元
者
道
之
異
名
、
此
所
以
元
吉
以
道
致
吉
。
言
亨
則
吉
在
其
中
矣
。（『
楊
氏
易
伝
』
巻
十
六
、
鼎
卦
彖
伝
）（
鼎
の
卦
に
は
鉉
が
あ
り
耳
が
あ
り
腹
が
あ
り
足
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
鼎
の
象
が
備
わ
っ
て
い
る
。
下
は
巽
の
木
で
あ
り
上
は
離
の
火
で
あ
り
、
亨
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
聖
人
は
、
鼎
を
用
い
食
物
を
煮
て
上
帝
を
祭
り
、
食
物
を
煮
て
聖
賢
を
養
う
。
上
帝
を
祭
る
時
は
た
だ
亨
と
言
い
、
聖
賢
を
養
う
時
は
大
亨
と
言
う
の
は
、
上
帝
は
一
で
あ
る
が
群
臣
は
多
数
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
義
は
明
ら
か
で
あ
る
の
だ
が
、
学
ぶ
者
は
や
や
も
す
れ
ば
象
の
外
に
そ
の
内
容
を
求
め
、
こ
れ
は
象
で
あ
る
か
ら
別
に
義
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
た
り
す
る
。
し
か
し
私
が
思
う
に
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
こ
そ
易
の
道
の
易
簡
で
あ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
人
が
つ
ね
に
ま
ど
う
の
も
概
ね
こ
う
い
っ
た
た
ぐ
い
の
解
釈
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彖
伝
に
鼎
の
象
と
あ
る
の
は
卦
の
象
に
は
っ
き
り
と
鼎
の
形
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
続
い
て
木
を
火
に
お
き
、
煮
る
と
言
い
、
食
物
を
煮
て
上
帝
を
祭
る
と
言
い
、
食
物
を
煮
て
聖
賢
を
養
う
と
言
う
。
ま
た
な
ぜ
こ
れ
以
外
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
の
か
。
も
し
亨
な
ど
は
粗
末
で
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
と
し
、
易
の
道
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
易
の
道
を
事
物
の
外
に
求
め
、
理
を
日
用
の
外
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
な
ぜ
「
一
以
貫
之
」
と
言
っ
た
の
か
。

辞
上
伝
に
は
な
ぜ
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百
姓
日
用
而
不
知
」
と
あ
る
の
か
。
乾
の
象
に
は
な
ぜ
「
品
物
流
行
」
と
あ
る
の
か
。
孔
子
は
な
ぜ
「
庶
物
露
生
無
非
教
」
と
言
っ
た
の
か
。「
道
在
邇
而
求
諸
遠
。」
つ
ま
り
易
の
妙
な
る
道
は
眼
前
の
世
界
を
離
れ
な
い
の
に
、
妄
り
に
他
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。「
腹
耳
足
鉉
」
と
い
う
の
は
自
ず
か
ら
奥
深
く
霊
妙
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
義
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。
木
を
火
に
お
く
と
い
う
の
は
自
ず
か
ら
奥
深
く
霊
妙
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
理
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。「
亨
以
享
帝
」
と
い
う
こ
と
は
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
大
亨
養
聖
賢
」
と
い
う
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
孔
子
が
哀
樂
に
つ
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
ま
た
耳
を
傾
け
て
も
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
。
易
の
大
伝
に
は
「
微
顕
闡
幽
」
と
あ
る
。
ど
う
し
て
顕
な
る
も
の
を
微
か
に
し
、
幽
な
る
も
の
を
闡
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
顕
は
微
で
あ
り
、
幽
は
闡
で
あ
り
、
微
顕
闡
幽
は
す
べ
て
名
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
が
二
つ
で
あ
る
こ
と
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
道
を
知
ら
な
い
か
ら
道
を
事
物
の
外
に
求
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
道
と
事
は
す
べ
て
名
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
が
二
つ
で
あ
る
こ
と
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
名
は
実
で
あ
り
、
実
は
名
で
あ
る
。
孔
子
は
「
天
下
何
思
何
慮
」
と
言
っ
て
い
る
。
思
慮
に
つ
い
て
人
は
無
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
孔
子
は
用
い
る
こ
と
勿
れ
と
い
う
。
意
識
が
動
き
出
す
と
分
裂
し
義
を
乱
す
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
学
ぶ
者
は
断
じ
て
亨
と
い
う
も
の
の
外
に
義
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
彖
伝
の
「
巽
而
耳
目
聡
明
」
以
下
の
部
分
は
義
を
述
べ
て
い
る
。
義
は
事
物
で
あ
り
、
事
物
は
義
で
あ
る
。
巽
で
あ
っ
て
物
に
さ
か
ら
わ
な
け
れ
ば
、
耳
目
の
聡
明
は
物
に
よ
っ
て
蔽
わ
れ
な
い
。
六
五
の
陰
爻
は
上
っ
て
位
を
得
、
中
を
得
、
他
に
拠
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
九
二
の
剛
と
応
じ
て
剛
の
中
を
得
て
い
る
が
、
こ
の
義
は
必
ず
卦
象
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、「
元
吉
」（
卦
辞
）
の
道
で
あ
り
、「
亨
」（
卦
辞
）
の
道
で
あ
る
。
巽
で
な
い
な
ら
ば
禍
を
ま
ね
き
、
聡
明
で
な
い
な
ら
声
色
に
ま
よ
い
、
是
非
を
乱
す
。
位
を
得
な
け
れ
ば
徳
を
持
っ
て
い
て
も
ど
う
や
っ
て
亨
る
の
か
。
坤
の
文
言
伝
に
は
「
黄
中
通
理
」
と
あ
る
。「
通
理
」
と
は
中
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
は
も
と
よ
り
虚
名
で
あ
っ
て
、
他
に
拠
る
と
こ
ろ
が
な
い
名
で
あ
る
。
道
心
は
人
が
自
ら
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
拠
る
63 心易について
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
党
に
偏
し
私
で
あ
り
過
ち
で
あ
り
、
柔
で
あ
っ
て
亨
る
こ
と
は
な
い
。（
九
二
の
）
剛
に
応
ず
れ
ば
、
剛
の
徳
が
助
け
と
な
っ
て
亨
る
。（
六
五
の
）
体
は
も
と
も
と
柔
で
あ
る
の
で
剛
に
応
ず
る
と
い
っ
て
も
大
い
に
亨
る
こ
と
は
な
い
か
ら
「
元
亨
」（
彖
伝
）
と
い
う
。
元
は
道
の
異
名
で
あ
り
、
だ
か
ら
「
元
吉
」（
卦
辞
）
に
よ
っ
て
「
吉
」
に
致
る
こ
と
を
言
う
。「
亨
る
」
と
言
え
ば
「
吉
」
は
そ
の
中
に
あ
る
。
引
用
文
の
一
重
下
線
部
は
先
に
引
い
た
「
諸
儒
多
求
象
外
之
義
」
で
は
じ
ま
る
『
慈
湖
遺
書
』
巻
七
家
記
一
、
汎
論
易
の
一
説
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
述
べ
て
お
り
、「
求
象
外
之
義
」
は
「
取
象
当
復
有
義
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
取
象
当
復
有
義
」
と
は
象
そ
の
も
の
に
義
（
意
味
）
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、
先
に
み
た
程
頤
の
法
象
が
そ
れ
で
あ
る
。
象
と
義
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
太
線
部
に
「
六
五
柔
上
行
而
得
位
得
中
道
而
一
無
倚
。
応
乎
剛
而
得
剛
之
中
、
是
義
必
見
於
卦
象
之
中
」
と
あ
り
、
義
は
象
の
中
に
あ
る
と
い
う
原
則
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。
楊
簡
の
易
解
の
特
色
と
し
て
こ
の
「
象
外
に
義
無
し
」
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
。「
象
外
に
義
無
し
」
と
は
い
い
か
え
れ
ば
、
象
の
中
の
義
も
し
く
は
象
と
い
う
義
で
あ
り
、
象
と
義
を
一
な
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
聖
人
が
画
卦
し
た
象
と
解
釈
す
る
側
が
と
ら
え
た
、
そ
の
象
に
つ
い
て
の
義
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
易
と
解
釈
す
る
側
の
心
の
一
を
意
味
す
る
。
ま
た
楊
簡
の
「
象
外
に
義
無
し
」
の
狙
い
は
易
の
多
義
性
を
制
限
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
程
頤
が
易
本
文
の
中
に
あ
る
多
義
性
を
利
用
し
つ
つ
自
己
の
易
解
を
作
り
あ
げ
る
の
と
好
対
照
で
あ
る
。
程
頤
に
お
い
て
は
易
本
文
の
中
に
あ
る
多
義
性
は
占
筮
す
る
側
の
多
種
多
様
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
も
の
と
な
る
。
先
に
引
い
た
と
お
り
、
程
頤
は
複
数
の
視
点
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
易
本
文
の
意
を
複
数
化
し
て
い
る
。
ま
た
法
象
と
い
う
の
も
そ
の
た
め
に
必
要
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
象
が
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
規
範
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
味
を
複
数
化
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
楊
簡
の
易
解
を
心
易
と
よ
ぶ
な
ら
、
そ
の
心
易
と
は
解
釈
す
る
側
の
心
と
易
を
一
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
64
解
釈
す
る
側
の
心
が
易
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
阻
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
「
象
外
に
義
無
し
」
と
い
う
方
法
を
と
る
。
程
頤
の
『
易
伝
』
に
お
け
る
象
と
は
法
象
で
あ
り
、
象
そ
の
も
の
か
ら
引
伸
さ
れ
た
も
の
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
楊
簡
の
易
解
に
お
け
る
象
と
は
『
周
易
玩
辞
』
い
う
と
こ
ろ
の
卦
象
（
易
象
）
に
限
定
さ
れ
る
。
程
頤
は
易
そ
の
も
の
に
加
工
す
る
傾
向
が
強
く
、
対
し
て
楊
簡
は
易
そ
の
も
の
と
の
同
一
性
を
把
持
し
よ
う
と
す
る
。
牛
尾
弘
孝
氏
は
「
易
の
基
本
と
な
る
八
卦
は
天
地
及
び
万
物
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
は
『
我
（
本
来
の
自
己
）』
の
八
卦
で
あ
り
、
自
己
の
本
心
の
現
わ
れ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
心
の
現
れ
そ
の
も
の
と
易
の
同
一
性
を
説
く
が
、
易
そ
の
も
の
と
心
の
同
一
性
を
も
心
易
の
規
定
の
一
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
心
易
の
起
源
を
程

に
求
め
る
朱
伯
崑
の
説
と
そ
れ
を
楊
簡
に
求
め
る
荒
木
見
悟
氏
の
説
が
あ
る
が
、
程

の
易
説
に
は
、
易
そ
の
も
の
と
い
う
概
念
は
ま
だ
な
い
。
ま
た
「
二
象
に
つ
い
て
」
で
象
に
つ
い
て
の
学
説
を
あ
げ
た
。
そ
の
イ
の
馮
友
蘭
の
論
文
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
、
象
が
な
ぜ
道
徳
性
を
帯
び
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
が
、
ハ
の
楊
慶
中
氏
の
論
文
も
解
答
を
出
し
て
い
る
が
、
法
象
と
い
う
概
念
に
着
目
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
ロ
の
張
岱
年
の
論
文
で
は
動
詞
と
し
て
の
象
と
名
詞
と
し
て
の
象
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
ホ
の
胡
適
の
論
文
で
は
動
詞
と
し
て
の
象
と
名
詞
と
し
て
の
象
が
な
ぜ
あ
る
の
か
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。「
象
は
模
倣
の
意
で
あ
る
が
、
模
倣
す
る
原
本
を
も
象
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
る
」
と
あ
っ
て
、
動
詞
と
し
て
の
象
が
名
詞
と
し
て
の
象
に
転
移
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
図
式
的
に
言
え
ば
、
動
詞
と
し
て
の
象
・
名
詞
と
し
て
の
象
が
原
義
と
し
て
在
り
、
そ
れ
に
「
法
」
と
い
う
形
容
詞
が
付
加
さ
れ
る
順
に
な
り
、
楊
簡
の
象
は
よ
り
原
義
に
近
く
、
程
頤
の
象
は
法
象
を
中
心
と
す
る
。
ま
た
胡
適
の
論
文
で
は
、
法
象
と
い
う
も
の
を
重
視
す
る
が
、
法
象
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
胡
適
と
程
頤
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
65 心易について
な
お
本
稿
で
は
主
に
鼎
卦
の
解
釈
を
と
り
あ
げ
た
が
、
鼎
卦
彖
伝
に
は
「
鼎
象
也
」
と
あ
る
。『
周
易
集
解
』
引
虞
翻
に
「
六
十
四
卦
、
皆
な
象
を
観
、
辞
を
く
。
独
り
鼎
に
於
い
て
象
を
言
う
は
何
ぞ
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鼎
卦
彖
伝
の
「
鼎
象
也
」
は
特
例
と
い
え
る
が
、
特
例
に
つ
い
て
の
解
釈
だ
か
ら
こ
そ
、
個
々
の
思
想
家
の
特
徴
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
予
測
に
基
づ
き
鼎
卦
の
解
釈
を
と
り
あ
げ
た
次
第
で
あ
る
。
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４
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あ
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概
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